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14 ただし、米国は基本的に再処理受託サービスや商用プルトニウム燃料を核拡散防止のため日
本に提供しなかった。したがって、日本がそれらの実用化に成功して、第三国と取引しようとし
た場合、米国に干渉される可能性は高い。 
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るいは必要管理年限を短縮させるため等々、今まで機会主義的に推進理由を変
化させてきた公式文書からでは窺い知れない、実際の推進理由、前時代的とも
いえるような通産省の国家戦略について、ある程度の見取り図は示せたと考え
ている。 
今後の課題として、冒頭でも断ったが、今回はいつにも増して資料的な制約
があったため、状況証拠的な資料で論理展開を補強せねばならなかった箇所が
多い。今後、新たな資料を発掘する努力を続けていく必要がある。また、第三
章後半において、日本の近代化以降、外交、貿易、産業振興などの各政策論に
共通して垣間見える方向性、志向性といったものにも言及したが、この部分に
はまだまだ検証が必要である。 
本文中でも示唆したところであるが、原子力立国計画など、二〇〇〇年代に
入ってからの日本の原子力政策の目標は、あまりにも現実離れしたものに思え
る。まるで統制時代の計画経済という亡霊が、成仏できずに彷徨っているかの
ごとくである。特に商業再処理など、現実には三十年近く停滞したまま、使う
あてのないプルトニウムの目標数値だけが政府公式資料の中にポツンと佇んで
いる。通産省時代、原子力製鉄の研究開発を、需要が見込めずコストが引き合
わないという理由で、政府負担金額だけで一五〇億円（参加企業の出資額含ま
ず）投入した後にすっぱり打ち切った前例を踏襲し、経産省は六ヶ所再処理工
場の本格運用開始をあきらめるべきであろう。 
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